
 

 

 

 

＜小学部５年生＞ 
イオンモール浦和美園店に行ってきました。昨年度は当日、雪の影響を受けてしまったので、今回は５月にリベンジで

しました。今年は天候にも恵まれ、市営バスに乗ってゲームセンターや買い物、フードコートでの昼食を経験しました。

バスの乗り方、お店でのルール等、事前に学習したマナーを守って当日楽しむことができました。 
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「共感する大切さ」 

教頭  高橋
たかはし

 達樹
た つ き

 

              今年度も早いものであっという間に３ヶ月が過ぎました。ようやく梅雨入りとなった関東地方で

すが、強雨や高温の日々が続いており、気候の変化に慣れていくのが大変な今日この頃です。ま

た、今年度プールの改修工事を行い、６月より本校としては、コロナ禍以降実に４年ぶりのプール

指導が実施できるようになりました。学びを通して季節を感じ、集団での経験を重ねることで『ル

ールを守り』『楽しく』安全第一で進めてまいります。 

さて、話は変わりますが、【『ご機嫌』でいることが子どもを伸ばす】ということについて、スポーツドクターの辻秀一

氏は、心がご機嫌でいるための考え方や言葉かけについて次のように言われています。人間のパフォーマンスは、心

の状態で上下します。パフォーマンスの質を上げるには、シンプルに『ご機嫌』な状態です。気分良くリラックスしてい

るので、目の前のことに集中でき、自分の力をいかんなく発揮できます。さらに、『結果や過去ではなく、今が大切』

『シンプルな言葉で一生懸命を支援しよう』等、この話を聞き、これらすべてに言えることは『共感する大切さ』だと、

私自身感じました。そのような意味で本校は、明るく元気でひたむきな子どもたちの学ぶ態度や素敵な姿が学校全体

で見られます。これからも、保護者、地域の皆様の御理解と御協力をいただきながら、私たち浦和特別支援学校教職

員一同は、たくましく生きている子どもたちの着実な成長を願い、日々の教育実践に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高等部 授業参観（体育実技発表会）＞ 
  

6月1日(土)に高学部の体育発表会がありました。 

1年生は赤、2年生は緑、3年生は黄色に分かれて行いました。 

今年度は、「学部ダンス」「競技（リレー、玉入れ）」に取り組みました。 

授業で取り組んできた、ダンスや種目を保護者の前で発表したり、 

応援合戦では各学年のチームワークを披露することができました。 

緊張している姿も見られましたが、日ごろの授業の成果を発揮し 

精一杯生徒達は授業に取り組んでいました。 

この経験を糧に、今後もさらに飛躍していくことを期待しております。 

  
 


